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事 前 評 価 個 表（案）

事業名 国有林直轄治山事業(復旧治山) 事業計画期間 平成27年度～平成32年度(6年間)

事業実施地区名 荒谷山(あらたにやま) 事業実施主体 四国森林管理局
（都道府県名） 愛媛県 愛媛森林管理署

事業の概要・目的 当地区は、愛媛県東温市を流れる一級河川重信川上流域に位置し、
皿ヶ峰連峰県立自然公園及び鳥獣保護区に指定されている。
また、当局の崩壊土砂流出危険地区に指定されている。
地質構造は、中央構造線外帯の三波川帯に属し結晶片岩を基岩とし

脆弱である。

平成25年10月の台風27号等に伴う豪雨により渓岸・渓床が浸食され
渓床内に大量の不安定土砂が堆積している状況である。

今後の降雨によっては、荒廃の拡大、渓床内に堆積している大量の
不安定土砂の流出により家屋、県道等の保全対象への被害も懸念され
る。
また、当地区の渓流は、松山市の水源として利用されているほか下

流域に広がる水田等の農業用水としても利用されている。

このことから山脚の固定及び不安定土砂の流出を防止するため、治
山ダム工を施工することによって保全対象の保護そして荒廃渓流の復
旧を図ることを目的とする。

・主な事業内容 治山ダム工6基

・主な保全対象（治山事業） 家屋40戸、県道1,300ｍ
市道1,600ｍ、農道500ｍ、林道400ｍ

・総事業費 173,000（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） 281,481（千円）

総 費 用（Ｃ） 154,276（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 1.82

評価結果 ・必要性： 渓床に堆積している不安土砂及び荒廃林地を放置すれ
ば、荒廃地の拡大が懸念され、更には家屋等の保全対象
に被害が及ぶおそれがあることから本事業を実施する。

・効率性： 費用対効果分析の結果から本事業の効率性が認められ
る。

・有効性： 本事業の実施により、山脚の固定及び渓床の安定が図
られ、水土保全機能の維持・向上も期待できることから
有効性が認められる。
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